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✧ 新年のご挨拶 

 
新年あけましておめでとうございます。  

皆様には、平素からお世話になり、大変ありがとうございます。1 月 1 日の「令和 6 年能登半

島地震」で始まった昨年でしたが、9 月には、同じ能登半島を豪雨が襲い、自然の厳しさ、恐ろ

しさを見せつけられました。また、昨年は 2年続けての記録的な猛暑となりました。 

一方、AI をはじめとする IT 技術のさらなる進展・普及が見られ、地球温暖化の適応策、緩和

策の取組みが広範囲に進むなど、気象サービスをとりまく環境は急速に変化しています。 

こうした中、当センターは、気象サービスの発展と品質の確保、気象分野での産学官連携の促

進などに寄与する各種事業を展開しています。昨年一年間、皆様方のご指導、ご支援、ご協力に

より、これらの事業を円滑、的確に進めることができました。深く感謝いたします。 

 

当センターの事業のうち、気象情報の提供は、気象庁のデータ、情報を利用者に提供し、気象

サービスを支えています。昨年は、気象庁が新たに整備した「気象庁クラウド環境」を活用し、

新しい情報提供の方式をスタートさせました。この新たな方式は、発展途上ではありますが、今

後、気象データ利活用の多様化が進む中で、利用者の皆様に、データ取得の貴重な選択肢をご提

供できるようにしていきたいと考えています。今年は、従来からの配信事業、オフラインのデー

タ提供等を着実に実施するとともに、この新たなデータ提供方式の今後の活用促進に向けて、気

象庁、情報利用者をはじめとする関係者の皆様にもご協力をいただきながら取り組んでまいりま

す。 

気象予報士試験では、近年は毎年約 8,000 名の受験、約 400 名の合格で推移しており、わが国

における質の高い気象予報サービスにつながっています。昨年も概ね例年通りに実施することが

できました。今年も１月に行われる令和 6 年度第 2 回の試験も含めて、引き続き、適正な実施に

努めます。 

気象測器検定については、毎年、12,000 件前後の検定を受け付け、気象サービスの品質の維

持・向上に、観測精度の面から貢献しています。これにつきましても、引き続き、正確で信頼さ

れる事業の実施に努めます。 

振興事業では、昨年、気象予報士の皆さんなどにご参加いただいたオンライン会議システムに

よる各種講習会を、今年も実施していきます。また、昨年も猛暑となりましたが、当センターで

は熱中症関係の受託事業を行っており、昨年は、環境省による「熱中症特別警戒アラート」の新

たな導入にも寄与したところです。今年も引き続き、関係機関と協力して熱中症対策に貢献して

まいります。 

国際協力事業では、昨年、コロナ禍をはさんで実施されていた国際協力機構（JICA）のプロジ

ェクトがいくつか終了しました。こうしたプロジェクトを通じた技術支援、例えばフィリピンの

気象機関が降水確率予報を開始するなど、具体的な成果につながっています。今年も引き続き、

当センターの高い技術力と、きめの細かい指導力を活かして世界の気象業務の発展に貢献してい

きます。 

研究推進業務として、当センターは、文部科学省が推進する「気候変動予測先端研究プログラ

ム」の一翼を担っています。より詳細で正確な日本の温暖化予測を行うための研究の一環として、

昨年の 猛暑や豪雨などに地球温暖化が与えた影響の度合いを定量的に示すなどの成果を世の中

に示しています。今年も引き続き、良い研究成果をあげられるよう努めてまいります。 

（理事長） 


